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２． 近代初期から現代までの 145 年間分の新聞記事から、地蔵に関連する記事を連続
的な情報として整理し、近現代における地蔵の配置、地蔵の祭礼場所や祭礼形式
について時期や要因とともにその変化を示した。併せて、地蔵の扱われ方や社会
的な位置づけの変化についても明示した。 
３． 地蔵の祭礼状況が、主に戦後の道路整備と連動し大きく変化していることから、
近代以降の京都における一般道の舗装経緯や拡張実態を数値的に明らかにし、地
蔵の配置変化と関連付け示した。 
４． 現代における地蔵の配置と祭礼状況を臨地調査により明らかにした。地蔵配置の
多様化した実態、町領域に依拠しない配置形式が多くを占める実態を具体的に示
し、土地所有や開発、建築基準法の改正などの外的影響により配置が変化してい
ることを示した。地蔵の祭礼においても祭礼形式と祭礼場所の関係から町内相互
の負担軽減する祭礼継承のための緻密な仕組みを持つことを解明した。 
５． 以上の結果から、地蔵を継承する仕組みとともに、その配置を臨機応変に検討し
多様な配置を生み出し継承しているその点において、現代における地蔵の価値を
見出した。 
 
以上のように、本論文は京都の地蔵の配置に関し、独自性を有し、高い精度と資料性
のある調査により、歴史的検証、社会的検証、制度的検証、空間的分析と考察を行い、
地蔵の配置変化におけるメカニズムを明らかにした研究であり、建築学ならびに他領域
への学術的貢献と新たな研究領域拡張の可能性を切り開いた点において本論文の意義
を認める。よって、本論文は博士（工学）の学位論文として価値あるものと認める。ま
た、令和２年１月２０日、論文内容とそれに関連した事項について諮問を行い、申請者
が博士後期課程学位取得基準を満たしていることを確認し、合格と認めた。  
 
